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●	 インターネット安全教室 in 東京
主　催：	経済産業省,日本ネットワークセキュリティ協会
日　時：	2012年3月3日（土）
会　場:	大手町サンケイプラザ
ＵＲＬ：	 http://www.net-anzen.go.jp/symposium/

１．	自治体総合フェア
主　催：	一般社団法人　日本経営協会
日　時：	2012年5月23日（水）～25日（金）
会　場:	東京ビッグサイト（東京国際展示場）
	 西展示棟･西３ホール　
ＵＲＬ：	 http://www.noma.or.jp/lgf/index.html

2．	ワイヤレスジャパン2012
	 スマートフォン／ケータイショップEXPO
	 M2MクラウドEXPO
主　催：	株式会社リックテレコム
日　時：	2012年5月30日（水）～6月1日（金）
会　場:	東京ビッグサイト
	 西３・4ホール　会議棟
ＵＲＬ：	 http://www.wjexpo.com

1.社会活動部会
（部会長：西本逸郎 氏/株式会社ラック）
　外部に向けた情報発信や対外的な社会貢献活動、国際
連携や他組織との連携などを推進する。具体的には、政府
関連のパブコメ対応や勉強会などの対外活動、委託事業
や外部への普及啓発などの社会貢献活動、指導者育成や
講師派遣などの対外的支援活動、国際・他団体連携など
を進める。

【セキュリティ啓発WG】
（リーダー：平田敬 氏/株式会社ブリッジ･メタウェア）
　2010年度に引き続き、経済産業省委託事業「平成23年
度コンピュータセキュリティ早期警戒体制の整備事業『インタ
ーネット安全教室』」の企画・運営、共催団体へのサポート
等を行っていく。

【指導者育成セミナー講師ＷＧ】
（リーダー：持田啓司 氏/株式会社大塚商会）
　2010年度に引き続き、経済産業省委託事業「平成23年
度コンピュータセキュリティ早期警戒態勢の整備事業『中小
企業情報セキュリティ対策促進事業』」の枠組みの中、「中
小企業向け指導者育成セミナー」の内容検討を行っていく。

【在宅勤務における情報セキュリティ対策検討WG】
（リーダー：冨田高樹 氏/みずほ情報総研株式会社）
　今夏は、節電に向けて在宅勤務が増加することが見込ま
れているが、十分な対策なしに在宅勤務等が実施されるこ
とで、情報漏洩のリスクが高まる恐れがあることから、限ら
れた時間の中でどのような点に留意し、どのような対策を講
じればよいかについて、会員の持つノウハウをオンラインで
集成して文書としてとりまとめ、JNSAのWebサイトで無償
公開し、一般企業等での対策の参考にしていただく。
　オフィスの節電対策のための「在宅勤務における情報セキ
ュリティ対策ガイドブック」を7月に公開した。

２．調査研究部会
（部会長：加藤雅彦 氏/株式会社インターネットイニシアティブ）
　主に調査活動と技術的研究や勉強会などを行っていく。 
　調査事業としては被害調査および市場調査を2大事業と
して推進し、技術的研究としてIPv6などの新コンピューティ
ング技術の調査研究、およびスマートフォンの安全な利用に
関する調査研究を行う。
　また、新たな技術の調査研究に必要な勉強会、BoFなど
は随時行う。

 主催セミナーのお知らせ

後援 ･ 協賛イベントのお知らせ

JNSA 部会・WG2011 年度活動
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【セキュリティ被害調査ＷＧ】 
（リーダー：大谷尚通 氏/株式会社NTTデータ）
　2010年の発生確率調査（トライアル）の結果からテーマを
選択・深堀りし、また2010年の調査項目以外の他エリアも
追加検討し、2011年発生確率調査（本調査）を実施する。
リスク評価検討WGと連携し、発生確率調査の必要条件の
決定や、統計的検証を行う。2010年個人情報漏えい調査
の報告書の公開、および2011年の同調査も継続して実施
する。予定成果物は、
●	「2010年 情報セキュリティインシデントに関する調査報告

書 個人情報漏えい編」（7月公開）
●	「2011年 情報セキュリティインシデントに関する調査報告

書 発生確率編」
●	「2011年 情報セキュリティインシデントに関する調査報告

書 個人情報漏えい編」

【セキュリティ市場調査ＷＧ】 
（リーダー：勝見勉 氏/株式会社情報経済研究所）
　国内の情報セキュリティ市場の現況を調査・分析し、報
告書を作成する。今年度は、2010年度版完成予定。また、
2011年度版の調査を行い、年内に報告書をまとめることを目
指す。
　予定成果物は、
●	 「2010年度版国内情報セキュリティ市場調査報告書」
●	 「2011年度版国内情報セキュリティ市場調査報告書」

【ＩＰｖ６セキュリティ検証ＷＧ】 
（リーダー：林憲明 氏/トレンドマイクロ株式会社）
　組織内ネットワークに対し、意図せずにIPv6接続した利
用者が及ぼしうる被害とその対策について検討を行う。
　共同検証実施後、3回程度のミーティング開催により報告
書を仕上げる。管理者の知らぬ間に一部IPv6化された場
合にどのような管理手法が考えられるのか、制限していた
項目が制限されなくなることはあるのか、IPv4環境下におい
て、安全対策上実施していた項目が使えなくなることはある
のか等の項目について報告を行う計画。
　予定成果物は、「2011年 IPv6セキュリティ検証報告書」

【スマートフォン活用セキュリティポリシーガイドライン 
策定WG】

（リーダー：加藤智巳 氏／株式会社ラック）
　企業においてスマートフォンの利便性を損なわず安全に業
務利用するためのガイドラインの策定と関連の研究、勉強
会、情報交換の実施。「スマートフォン活用セキュリティガイ
ドラインβ版」の続編となる完全版と、関連する情報資料の
策定とリリース予定。
　予定成果物は、「スマートフォン活用セキュリティガイドライ
ン2011年度版」

【SNSセキュリティWG】（新規）
（リーダー：高橋正和 氏／日本マイクロソフト株式会社）
　利用者を急速に増やしているSNSは、セキュリティやプラ
イバシーについての新たな問題を提起している。一方で、こ
れらの問題点が個人や企業の利用者が参考とすべき情報
が少ないことから、SNSをITインフラの一形態として、安全
な利用を促すことを目的として以下の活動を行う。
●	 SNSのセキュリティとプライバシーに対する調査
	 （現状把握）
●	 上記調査に基づく、安全な利用方法の取りまとめ
	 （対策の提案）
●	 SNSを使ったセキュリティ啓発手法の研究
	 （利用方法の研究）
　予定成果物は、
●	 セキュリティの観点から見たSNSの現状と課題
●	 SNSの安全な利用方法についての資料
●	 SNSを使った啓発活動の試行（SNSのコンテンツとして

作成）
●	 SNSを通じた、これらの成果物の公表

3．標準化部会
（部会長：中尾康二 氏/ＫＤＤＩ株式会社）

【セキュリティにおけるアイデンティティ管理ＷＧ】
（リーダー：宮川晃一 氏/日本ビジネスシステムズ株式会社）
　アイデンティティ管理の必要性の啓発および導入指針の提
示などによる普及促進、市場活性化を目的とする。
　今年度は、ロールマネジメントについての議論と成果物の
作成、番号制度やプライバシについての勉強会と議論、ID
管理のあるべき論の議論（グローバル環境、ハイブリット環境
など）等を実施する予定。
　予定成果物は、「アイデンティティ管理におけるロールマネ
ジメント（仮）」

【セキュアプログラミングＷＧ】 
（リーダー：塩田英二 氏/TIS株式会社）
　セキュアなシステム開発を開発現場寄りの立場から考え、
課題を討議する。なお、この2、3年は、国際規格を討議
テーマとして地道な検討・評価を行う方針としている。
　ISO/IEC 27034は、その第一部がISO/IEC JTC1/
SC27で最終委員会ドラフトとなったが、依然として内容が
抽象的であるため有効と思えず、日本として別の切り口から
の貢献ができないかSC27/WG日本委員会とともに探ってい
る。今後は、特に分散システムやプロダクトラインでのセキュ
リティ保証に役立つ規格内容への誘導といったアプローチに
焦点をあてたい。
　予定成果物は、討議成果の国際規格への反映、解説
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的文書の作成等。

【情報セキュリティ対策マップ検討ＷＧ】 
（リーダー：奥原雅之 氏/富士通株式会社）
　「情報セキュリティ対策マップ」の作成に関し、組織全体
の情報セキュリティ対策の状況を確認することができる「情報
セキュリティ対策マップ」のコンセプト、これを作成するための
手法や記述モデル、実例としての汎用的な標準情報セキュ
リティ対策マップ案等のアウトプットを作成する。
　WGでは、対策マップ記述モデル、作成手法、標準対策
マップ案の作成等を検討する予定。
　また、８月にキーマンズネットにてWG活動の内容を記事と
して公開した。（4回連載）

【国際化活動バックアップＷＧ】 
（リーダー：中尾康二 氏/KDDI株式会社）
　JNSAとISFとの連携、およびKISIAとの連携など、
JNSAと国際連携にかかわる検討を行い、必要な共同成果
物の策定に努め、JNSAの他WG活動の活性化につなげる。
　ISFとのワークショップ（2011年6月）の開催、ISF総会
（2011年10月）への参加、KISIAとの連携支援、および
ISFとの共同成果物の作成を進める。なお、ISO/SC27へ
の成果物については、2011年10月会合への入力を目指す。
　予定成果物は、「クラウドセキュリティにかかわる技術ガイ
ドライン」ドラフト
　なお、作成したドラフトは、2011年10月開催のISO/
SC27会合で提案した。

【ＰＫＩ相互運用技術ＷＧ】 
（リーダー：松本泰 氏/セコム株式会社）
　WG活動での情報共有、PKI day 2011などのイベン
トでの提案、提言を行う。また、ネット社会における信頼
（TRUST）の仕組みを提案、提言していく。
　予定成果物は、「番号制度とPKIの関係等」等のペーパ
を出すことを検討。

【リスク評価検討ＷＧ】 
（リーダー：二木真明 氏/SCSK株式会社）　
　過去のインシデント事例や社会的な傾向などをもとに、ある
組織のリスク量を実際に推定するための基本的なモデルを考
える。当面、モデルの複雑化はなるべく おさえ、リスクの概
観を定量化できるような「どんぶり」モデルを目標とする。（そ
の後の検証を経てモデルをより精緻なものにしていく）
　予定成果物は、「情報セキュリティリスクの統計的推定手
法に関する検討報告書（仮称）」

４．教育部会
（部会長：安田直 氏/株式会社ディアイティ）
　社会のニーズに適合したセキュリティ人材の育成のため、
必要とされる知識・技能等の検討を行い、教育に関する実
証実験を行うことで、その成果を会 員で共有し、更に論文
発表や成果物を一般公開することにより会員のみならず社会
に対しても還元することでJNSAの存在意義を高めていく。

【セキュリティ講師スキル研究ＷＧ】
（リーダー：長谷川長一 氏/株式会社ラック）
　「セキュリティ講師スキル研究調査報告書（仮）」を作成
し、その実証実験を行う。これにあたっては、基本教育実
証WGやU40部会、女子BoFなどとも連携し、相互の活動
を活性化し、成果を充実させたものとしたい。また、これら
の結果は「セキュリティ講師スキル基準2011年度版（仮）」と
して、JNSA 会員や外部へ広く公開することを予定している。
　予定成果物は、
●	「セキュリティ講師スキル研究調査報告書 2010年度版（仮）」
●	「セキュリティ講師スキルガイド 2011年度版（仮）」

【情報セキュリティ教科書執筆者ＷＧ】
（リーダー：塩見友規 氏/

三井物産セキュアディレクション株式会社）
　作成した「情報セキュリティプロフェッショナル教科書」の普
及、活用方法の検討、改版に向けての検討を行う。

【情報セキュリティ基本教育実証ＷＧ】
（リーダー：平山敏弘 氏/日本アイ･ビー･エム株式会社）
　平成23年度は、岡山理科大学において、履修2単位対
象となる半期（6ヶ月）で計15回の講義を実施予定。その他、
教育部会として人材育成イベントの実施を計画中。
　合計15回分の講義資料の作成、およびWG活動成果の
論文採録を予定。

【IT･セキュリティキャリア女性活躍推進ＷＧ】（新規）
（リーダー：北澤麻理子 氏/ドコモ･システムズ株式会社）
　日本では、特にIT系分野で社会的に活躍している女性
が少ないと指摘されているが、実態を把握し、環境も含め
改善の道がないか検討する。
　将来的には、業界に向けて、実務で活躍する女性たち
の声を提言として発信する。
　予定成果物は、通年の活動結果をまとめ、報告書は
JNSAの成果発表会などで公開し、意見交換を実施する。
必要に応じてセミナーやシンポジウム等を開催する。
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５．会員交流部会
（部会長：小屋晋吾 氏/トレンドマイクロ株式会社）
　情報セキュリティ業界の健全な発展のために、会員向け
サービスを充実させ、業界の発展に貢献する。具体的には、
勉強会や会員交流会の企画、情報交換・情報発信などを
行う。

【セキュリティ理解度チェックＷＧ】
（リーダー：大溝裕則 氏/株式会社ＪＭＣ）
　日本の情報セキュリティのリテラシー向上を目指し、「理
解度セルフチェックサイト」、「情報セキュリティ理解度チェッ
ク」、「情報セキュリティ理解度チェック・プレミアム」の利用
者増加のための活動を行う。
　具体的には、新しい問題（目標40問）を作成し、プレミア
ム版のユーザ事例を収集して、サイト、セミナーなどで公開
する予定。
　予定成果物は、新しい問題の作成・公開、ユーザ事例
の公開

【ＪＮＳＡソリューションガイド検討ＷＧ】
（リーダー：村上智 氏/株式会社シマンテック）
　JNSA会員企業のPRの場として、会員企業が有してい
る各種ソリューションを紹介するWebサイト　（JNSAソリュ
ーションガイド：仮称）の構築を目的に活動を継続する。
　予定成果物は、
	 「JNSAソリューションガイド（仮称）」WEBサイト 
	 - Webサイト 　
	 - 運用手順書他、関連ドキュメント一式

６．西日本支部
（支部長：井上陽一 氏/JNSA顧問）
　関西に拠点を置くメンバー企業が中心となり、提携団体と
の協働の下、西日本におけるネットワーク社会のセキュリティ
レベルの維持・向上に資すると共に、リスクの変化に応じた
機動的な対応の実践を支援するため、先進性を追及、質
の高いサービスを提供する事を目的として、中小企業に軸足
を置いた活動を行う。

【情報セキュリティチェックシートＷＧ】
（リーダー：嶋倉文裕 氏/富士通関西中部ネットテック株式会社）
　「出社してから退社するまで中小企業の情報セキュリティ
対策実践手引き」との紐付けによる情報セキュリティチェックシ
ートの見直しや、新しいデバイスの出現に伴うリスクに対応す
る情報セキュリティ対策について整理を行う。

【出社してから退社するまでのリスク対策ＷＧ】
（リーダー：元持哲郎 氏/アイネット･システムズ株式会社）
　2011年度公表「出社してから退社するまで中小企業の情
報セキュリティ対策実践手引き」の対象読者からのフィードバ
ックを行う。
　具体的には、対象読者からのフィードバック及び「情報セ
キュリティチェックシート」見直しに伴う手引きを修正する。ま
た、新しいデバイス出現に伴うリスクに対応するための「追
補版」作成を検討する。
　予定成果物は、必要であれば以下2点の成果物を作成
●	「出社してから退社するまで中小企業の情報セキュリティ対策

実践手引き修正版」
●	「出社してから退社するまで中小企業の情報セキュリティ対策

実践手引き追補版」

【企画･運営ＷＧ】
（リーダー：齋藤聖悟 氏/株式会社インターネットイニシアティブ）
　西日本企業のセキュリティ啓発を目的とした、セミナーおよ
びメンバー企業・連携他団体との交流による勉強会を実施し
ていく。
　2−3ヶ月に一度の勉強会を企画。また秋に西日本支部と
してのセミナー、他団体との合同セミナー開催を予定してい
る。

７．Ｕ４０部会
（部会長：前田典彦 氏/株式会社Kaspersky Labs Japan）
　若年層を対象メンバーとして、JNSAの若返り、若年層の
活動活発化、幅広い人脈形成を目的として活動を行う。

【JNSAラボネットＷＧ】
（リーダー：一宮隆祐 氏/日本電気株式会社）
　JNSA内にてラボネットを利用した検証での環境の提供、
ラボネットを利用した技術検証を実施する。具体的には、
IPv6環境におけるセキュリティ検証、家電機器DLNA実地
検証を行う予定。
　予定成果物は、
●	 IPv6検証報告
●	 DLNA検証報告

【勉強会企画検討ＷＧ】
（リーダー：前田典彦 氏/株式会社Kaspersky Labs Japan）
　U40部会員の知識・スキル向上を目指し、勉強会を企画・
開催する。勉強会は講師からの講義だけにとどまらず、グル
ープディスカッションやハンズオンも取り入れ活発な意見交換
を行う。部会員以外のJNSA会員からも勉強会参加者を募
り、部会員同士・JNSA会員・講師との人脈形成を行う。
　部会にて勉強会で取り上げたいテーマを持ち寄り、その
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中からテーマを絞って講師打診、会場や日程の調整を行う。
　1～1.5ヶ月に一回のペースで開催する。U40メンバー優先
にはなるが、継続してJNSA会員への聴講枠開放も行う予
定。

　
８．情報セキュリティ教育事業者連絡会（ISEPA）

（代表：与儀大輔 氏/株式会社ラック）
　ISEPA情報セキュリティ資格マップをサイトにて公開。8月
に情報セキュリティ大学院大学とセミナーを開催。

【広報ＷＧ】
（リーダー：勝見勉 氏/NPO日本セキュリティ監査協会）
　イベントの企画・開催のみならず、ホームページなど、様々
な媒体を通して、ISEPAの活動成果等のお知らせを発信
する。

【スキルＷＧ】
（リーダー：衣川俊章 氏/（ISC）2　Japan）
　情報セキュリティ人財の育成を行うにあたって利用･参照
できる指標を「人財アーキテクチャ」として策定し、その利活
用についても「使える」情報を継続的に提供する。

【相互認証ＷＧ】
（リーダー：小林佑光 氏/ＳＥＡ/Ｊ）
　数多くある情報セキュリティ資格がそれぞれ発信している
情報をまとめたり、資格や教育プログラム間で相互の認証が
行われるような働きかけを行っていく。

９．日本セキュリティオペレーション事業者協議会 
     （ISOG-J）

（代表：武智洋 氏/株式会社ラック）
　セキュリティオペレーションの普及・啓発及び事業者間の
技術レベル及びサービスレベル向上にむけた各種活動を行
う。

【セキュリティオペレーションガイドラインＷＧ】
（リーダー：許先明 氏/株式会社ラック）
　セキュリティ診断・検査のためのガイドラインを検討する予
定。　　
　予定成果物は、「セキュリティ診断・検査のためのガイドラ
イン」

【セキュリティオペレーション技術ＷＧ】
（リーダー：川口洋 氏/株式会社ラック）
　セキュリティ技術の情報交換（IPv6、スマートフォン等）及

びセミナー実施。また、事業者間の情報連携の実践を検討
予定。

【セキュリティオペレーション関連法調査ＷＧ】
（リーダー：出口幹雄 氏/富士通株式会社）
　「MSS事業者のための情報セキュリティ小六法」外部公
開予定。また、これに関連するガイドラインを検討予定。
　予定成果物は、「MSS事業者のための情報セキュリティ
小六法」

【セキュリティオペレーション認知向上･普及啓発ＷＧ】
（リーダー：多田昭仁 氏/株式会社日立情報システムズ）
　内部及び外部セミナーの企画、その他イベント運営、
ISOG-J全般運営を実施予定。
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会　長　田中　英彦　	 情報セキュリティ大学院大学 
	 研究科長 教授
副会長　髙橋　正和	 日本マイクロソフト株式会社　
副会長　中尾　康二	 ＫＤＤＩ株式会社
副会長　大和　敏彦	 ＺＴＥジャパン株式会社

理　事 （50音順）

後沢　忍　	 三菱電機株式会社　情報技術総合研究所
遠藤　直樹	 東芝ソリューション株式会社
大城　卓	 新日鉄ソリューションズ株式会社
小橋　喜嗣	 エヌ･ティ･ティ･アドバンステクノロジ株式会社
勝見　勉	 株式会社情報経済研究所
兜森　清忠	 マカフィー株式会社
桑田　潤　	 大日本印刷株式会社
後藤　和彦	 株式会社大塚商会
小屋　晋吾	 トレンドマイクロ株式会社 
下村　正洋	 株式会社ディアイティ
橘　　伸俊	 株式会社ネットマークス
西尾　秀一	 株式会社ＮＴＴデータ
西本　逸郎	 株式会社ラック
藤川　春久	 セコムトラストシステムズ株式会社
村上　智　	 株式会社シマンテック 
山田　秀樹	 ＥＭＣジャパン株式会社
吉原　勉	 株式会社インターネットイニシアティブ

幹　事 （50音順）

安達　智雄	 日本電気株式会社
大島　耕二	 株式会社ネットマークス
大溝　裕則	 株式会社ＪＭＣ
勝見　勉	 株式会社 情報経済研究所 
加藤　雅彦	 株式会社インターネットイニシアティブ
北折　昌司	 東芝ソリューション株式会社
郷間　佳市郎	 株式会社日立システムズ
後藤　忍	 セコムトラストシステムズ株式会社
小屋　晋吾	 トレンドマイクロ株式会社
近藤　伸也	 キヤノンＩＴソリューションズ株式会社
佐藤　憲一	 株式会社ＯＳＫ
佐藤　徹次	 ネットワンシステムズ株式会社
佐藤　友治	 株式会社ブロードバンドセキュリティ
嶋倉　文裕 	 富士通関西中部ネットテック株式会社

下村　正洋	 株式会社ディアイティ 
髙橋　正和	 日本マイクロソフト株式会社
中尾　康二	 ＫＤＤＩ株式会社
西本　逸郎	 株式会社ラック 
森　　直彦	 エヌ・ティ・ティ・アドバンステクノロジ株式会社
半田　富己男	 大日本印刷株式会社
樋口　健	 株式会社インフォセック
平田　敬	 株式会社ブリッジ・メタウェア
蛭間　久季	 株式会社アークン
藤田　平	 株式会社シマンテック
二木　真明	 ＳＣＳＫ株式会社
安田　直	 株式会社ディアイティ
油井　秀人	 富士通エフ・アイ・ピー株式会社
与儀　大輔	 株式会社ラック
渡辺　仙吉	 日本アイ･ビー･エム株式会社

監　事

土井　充	 （公認会計士　土井充事務所）

顧　問
井上　陽一
今井　秀樹	 中央大学　教授
北沢　義博	 法律事務所フロンティア･ロー　弁護士
武藤　佳恭	 慶応義塾大学　教授
前川　徹	 サイバー大学　教授
村岡　洋一	 早稲田大学　教授
安田　浩	 東京電機大学　教授
山口　英	 奈良先端科学技術大学院大学　教授
吉田　眞	 東京大学　名誉教授

事務局長 

下村　正洋	 株式会社ディアイティ

JNSA 役員一覧 2011 年 12 月現在
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【あ】
（（株）アーク情報システム
（株）アークン
（株）アイ・ティ・フロンティア
（株）アイテクノ
アイネット･システムズ（株）
アイマトリックス（株）

（株）アルテミス
アルプスシステムインテグレーション（株）
イーデザイン損害保険（株）
EMCジャパン（株）

（株）ISAO
伊藤忠テクノソリューションズ（株）
イルポンテ（株）
学校法人 岩崎学園

（株）インターネットイニシアティブ
（株）インテック
（株）インテリジェントウェイブ
（株）インフォセック
（株）ウィテック
（株）ＡＩＲ
ＳＣＳＫ（株）
（株）エス・シー・ラボ
NRIセキュアテクノロジーズ（株）
NECネクサソリューションズ（株）
ＮＨＮ　Ｊａｐａｎ(株）
ＮＫＳＪリスクマネジメント（株）
エヌ･ティ･ティ・アドバンステクノロジ（株）
エヌ･ティ･ティ・コミュニケーションズ（株）
エヌ･ティ･ティ・コムウェア（株）
NTTコムテクノロジー（株）

（株）NTTデータ
（株）NTTデータCCS
NTTデータ先端技術（株）
F5ネットワークスジャパン（株）
オー･エイ･エス（株）

（株）OSK
（株）大塚商会

【か】
（株）Kaspersky Labs Japan
関電システムソリューションズ(株)
キヤノンＩＴソリューションズ（株）
九電ビジネスソリューションズ（株）

京セラコミュニケーションシステム(株）
クオリティ(株)
グローバルセキュリティエキスパート（株）
クロストラスト（株）

（株）ケーケーシー情報システム
KDDI（株）

（株）コンシスト
CompTIA　日本支局   

【さ】
サイバーソリューション（株）

（株）シー・エス・イー
CA Technologies

（株）JMC
ジェイズ・コミュニケーション（株）
JPCERTコーディネーションセンター

（株）シグマクシス
シスコシステムズ合同会社
システム･エンジニアリング･ハウス（株）

（株）シマンテック
（株）情報経済研究所
新日鉄ソリューションズ(株）
新日本有限責任監査法人
住商情報システム（株）

（株）セキュアブレイン
セキュリティ・エデュケーション・アライアンス・ジャパン
セコム(株)
セコムトラストシステムズ（株）
ZTEジャパン（株）
ソニー（株）
ソフォス（株）
ソフトバンク･テクノロジー（株）
ソフトバンクBB（株）

（株）ソリトンシステムズ

【た】
大興電子通信（株）
大日本印刷（株）

（株）大和総研ビジネス･イノベーション
タレスジャパン（株）
TIS（株）　

（株）ディアイティ
デジタルアーツ（株）

（株）電通国際情報サービス

会員企業一覧 （2012 年 1 月 5 日現在 　146 社　50 音順）
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東京エレクトロン デバイス（株）
東芝ソリューション（株）
ドコモ・システムズ（株）
トレンドマイクロ（株）

【な】
西日本電信電話（株）
日信電子サービス（株）
日本アイ･ビー･エム（株）
日本アイ・ビー・エム　ｼｽﾃﾑｽﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ（゙株）
日本オラクル（株）
日本サード･パーティ（株）
日本サムスン（株）
日本セーフネット(株)
日本電気（株）
日本電信電話（株）
日本ビジネスシステムズ(株)
日本ベリサイン(株)
日本マイクロソフト（株）

（株）ネクストジェン
（株）ネットマークス
ネットワンシステムズ（株）

【は】
パスロジ（株）
パナソニック電工（株）

（株）日立システムズ
（株）日立ソリューションズ
（株）PFU
富士ゼロックス（株）
富士ゼロックス情報システム（株）
富士通（株）
富士通エフ・アイ・ピー（株）
富士通関西中部ネットテック（株）

（株）富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ
（株）富士通マーケティング
フューチャーアーキテクト（株）

（株）ブリッジ･メタウェア
（株）ブロードバンドセキュリティ
（株）ブロードバンドタワー

【ま】
マカフィー（株）
みずほ情報総研(株）
三井物産セキュアディレクション(株）

（株）三菱総合研究所
三菱総研DCS（株）

三菱電機（株）情報技術総合研究所
三菱電機情報ネットワーク（株）

（株）メトロ
（株）MONET

【や】
（株）ユービーセキュア

【ら】
（株）楽堂
（株）ラック
リコー･ヒューマン･クリエイツ（株）
（有）ロボック

【わ】
（株）ワイ・イー・シー
（株）ワイズ

【特別会員】
（ＩＳＣ）2　Ｊａｐａｎ
社団法人  コンピュータソフトウェア協会
ジャパン　データ　ストレージ　フォーラム
財団法人　ソフトピアジャパン
データベース・セキュリティ･コンソーシアム
特定非営利活動法人デジタル ･フォレンジック研究会
電子商取引安全技術研究組合
東京大学大学院　工学系研究科
社団法人　日本インターネットプロバイダー協会
社団法人　日本コンピュータシステム販売店協会
特定非営利活動法人日本システム監査人協会
特定非営利活動法人日本セキュリティ監査協会
一般社団法人　日本電子認証協議会
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JNSA 年間活動（2011 年度）

4 月
4 月19 日 「セキュリティ& リスクマネジンメントサミット2011」後援
4 月 25 日 第 1 回幹事会
4/27 ～ 28 日 「ITインフラストラクチャ＆データセンターサミット2011」後援

5 月

5 月10 日 2011年度理事会
5 月 25 ～ 27 日 「ワイヤレスジャパン 2011/ モバイルパワー 2011」後援
5 月 27 日 「第 9 回迷惑メール対策カンファレンス」後援
5 月 26 ～ 28 日 「第 15 回サイバー犯罪に関する白浜シンポジウム」後援

6 月

6 月1日 第 2 回幹事会
6 月 7 ～10 日 「Interop Tokyo 2011」後援
6 月 8 日 2010 年度 WG 活動報告会（アルカディア市ヶ谷）
6 月 8 日 2011年度総会（アルカディア市ヶ谷）
6 月18 日 「ISACA 大阪支部設立 25 周年記念講演会」後援

7 月

7 月 7 日 「MCPC　スマートフォンセキュリティセミナー」後援
7 月13 ～15 日 「自治体総合フェア 2011」協賛
7 月 22 日 「仮想化インフラ ･ワークショップ 06」協賛
7 月 26 日　他 「平成 23 年度情報モラル啓発セミナー」後援　　7/26 鹿児島、7/29 鳥取　他

8 月

8 月 4 日 「組織力向上を目指したキャリアパスとスキルの可視化セミナー」　後援
8 月17 日 第 3 回幹事会
8 月 31日～ 9 月1日 「Cloud Computing World 2011」「Next Generation Data Center 2011」後援
　 　

9 月
9 月14 日、16 日 「ID & IT　Management Conference 2011」後援
9 月 26 日 「PKI Day 2011」（山王健保会館）
　 　

10 月

10 月 3 ～ 5 日 「Gartner Symposium & Itxpo 2011」後援
10 月 5 日 JNSA 西日本支部主催セキュリティセミナー（グランキューブ大阪）
10 月 6 日 第４回幹事会
10 月 7 ～ 8 日 「学びのイノベーション & セキュリティフェア」後援
10 月 7 ～ 8 日 「情報セキュリティワークショップ in 越後湯沢 2011」協力
10 月 31日～11月1日 「ロジスティクスソリューションフェア 2011」協賛

11月

11月1日　他 「平成 23 年度情報モラル啓発セミナー」後援　11/1青森　11/17 岐阜
11月 4 ～ 5 日 「ハイパーネットワーク別府湾会議」後援
11月 9 日 「ITGI Japan カンファレンス　2011」後援
11月 9 ～10 日 「PacSec 2011」後援
11月10 日 「2011　日韓情報セキュリティシンポジウム」
11月12 日 「子どもワークショップたじみ」後援
11月 30 日～12 月 2 日 「Internet Week 2011」後援

12 月

12 月 2 ～ 4 日 「かごしま IT フェスタ」後援
12 月 5 日 第５回幹事会
12 月12 ～13 日 「デジタル ･フォレンジック･コミュニティ 2011 in Tokyo」後援
　

1月
1月 25 日 「Network Security Forum 2012（NSF2012）」（ベルサール神田）
1月 25 日 「JNSA 賀詞交歓会」（ベルサール神田）

2 月
2 月14 日 「サイバー情報共有のためのワークショップ」（ベルサール八重洲）

3 月
3 月 3 日 「インターネット安全教室　in 東京」（大手町サンケイプラザ）

2011年4月〜
2012年3月
「インターネット
安全教室」開催

2011年8月〜
2012年2月
「平成23年度
中小企業向け
指導者育成
セミナー」開催
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